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年初めの数独パズル

　タテ・ヨコの同列内、太枠のブロック内に

同じ数字が重ならないように、１～９の数字

でマス目を埋めてください。二重枠の数字の

合計を答えてください。
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タ
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（
宮
本
尚

一
般
労
組
顧
問
）
、
事
務
局
長
（
県
労
連
田

口
朝
光
書
記
長
）
を
核
に
、
県
教
組
、
高

知
自
治
労
連
、
福
祉
保
育
労
、
県
国
公
、
一

般
労
組
、
建
交
労
、
自
交
総
連
の
役
員
で

構
成
す
る
１
０
人
の
オ
ル
グ
団
を
編
成
。

む
こ
う
１
年
間
に
５
組
合
の
結
成
加
盟
、

１
０
０
人
以
上
の
新
た
な
組
合
仲
間
を
迎

え
入
れ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
い
っ
そ

う
の
相
談
活
動
の
強
化
を
は
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
年
１
０
月
以
降
、「
こ
う
ち
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

件
数
は
、
１
０
月
１
８
件
、
１
１
月
８
件
、

１
２
月
２
６
件
（
１
２
月
１
１
日
～
１
２

日
の
全
国
一
斉
「
派
遣
・
請
負
な
ん
で
も

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
２
０
件
を

含
む
）
で
す
。
こ
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
労

働
相
談
の
中
で
、
い
く
つ
か
の
問
題
解

決
、
２
つ
の
労
働
組
合
結
成
（
個
人
）
加

盟
な
ど
で
１
０
０
人
以
上
の
組
織
拡
大
の

成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
①
、
高
知
の
介
護

事
業
所
で
働
く
２
人
の
男
性
か
ら
、
賃
下

げ
や
不
正
経
営
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
相
談
が

寄
せ
ら
れ
、
組
合
結
成
・
加
盟
を
ア
ド
バ

イ
ス
。
２
人
が
福
祉
保
育
労
に
加
盟
し
、

そ
の
後
、
職
場
で
５
４
人
ま
で
仲
間
を
拡

大
。「
労
使
協
定
締
結
権
」
を
有
す
る
過
半

数
組
合
と
な
り
、
事
態
の
改
善
に
む
け
、

団
交
や
行
政
へ
の
要
請
を
強
め
る
な
ど
の

た
た
か
い
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
②
、
須

崎
市
の
福
祉
施
設
で
働
く
男
性
２
人
か
ら

賃
下
げ
攻
撃
を
受
け
何
と
か
し
た
い
、
労

働
組
合
を
作
り
た
い
と
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
２
人
は
福
祉
保
育
労
に
加
盟

し
、
こ
こ
で
も
２
人
が
職
場
で
が
ん
ば
り

仲
間
ひ
と
り
一
人
に
組
合
加
盟
を
呼
び
か

け
、
職
場
過
半
数
を
達
成
。
そ
の
後
１
回

の
団
体
交
渉
で
、
賃
下
げ
を
食
い
止
め
る

成
果
を
勝
ち
取
る
な
ど
、
は
じ
め
て
の
職

場
の
た
た
か
い
で
の
大
き
な
成
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。
③
、
高
知
市
の
飲
食
店
で
１

７
年
間
働
い
て
き
た
７
０
歳
の
女
性
が
、

１
１
月
末
で
解
雇
さ
れ
そ
う
、
助
け
て
あ

げ
て
と
、
同
僚
の
女
性
か
ら
の
相
談
。
相

談
者
は
即
座
に
高
知
一
般
労
組
加
盟
し
、

会
社
と
の
３
回
の
団
体
交
渉
で
、
解
雇
撤

回
と
相
談
者
が
希
望
し
て
い
た
来
年
８
月

ま
で
の
雇
用
の
延
長
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
た
た
か
い
の
成
果
は
、
労

働
組
合
結
成
加
盟
し
、
問
題
解
決
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
見
事
に
指
し
示
し
ま
し

た
。
④
、
南
国
市
Ｉ
Ｔ
企
業
で
働
く
青
年

の
父
親
か
ら
、
朝
早
く
か
ら
深
夜
ま
で
息

樫
や
ん
奮
戦
記 

①

労
働
相
談
か
ら
組
合
結
成
に

０
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０
ー
３
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８
ー
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６
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ミ
ナ
ハ

ゼ
ン
ロ
ウ
レ
ン

広げよう!

Ｑ
．
０
８
春
闘
の
最
大
の
課
題
は
何
で
す

か
？

Ａ
．
格
差
と
貧
困
の
是
正
で
す
。
一
言
で

言
え
ば
、
「
貧
困
撲
滅
春
闘
」
で
す
。
と
り

わ
け
、
高
知
県
は
県
民
所
得
が
全
国
の
７

４
％
、
有
効
求
人
倍
率
も
全
国
が
１
倍
を

超
え
る
中
、
依
然
と
し
て
０
．
５
前
後
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
山
間
は
疲
弊
し
て

い
ま
す
。
こ
の
是
正
は
、
県
民
的
課
題
で

あ
り
、
労
働
組
合
が
先
頭
に
立
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
具
体
的
な
計
画
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

Ａ
．
二
つ
の
山
を
考
え
て
い
ま
す
。

春
闘
前
段
の
山
。
２
月
２
７
日
か
ら
２
９

日
の
間
、
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
企
業
訪

問
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
３
月
１
日
に
は

「
も
う
１
つ
の
高
知
県
－
こ
ん
な
地
域
を

作
り
た
い
シ
ン
ポ
」
（
仮
題
）
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
地
域
か
ら
学
校
、
保
育
所
、
郵

便
局
、
そ
し
て
病
院
が
消
え
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
構
造
改
革
路
線

の
結
果
そ
の
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
職

場
・
仕
事
を
通
じ
て
「
公
」
と
い
う
こ
と

を
問
い
直
し
、
地
域
の
再
生
を
幅
広
く
論

議
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
幅
広

い
共
同
と
行
動
を
組
織
し
た
い
。

　
後
段
の
山
は
、
端
的
に
メ
ー
デ
ー
当
日

に
も
っ
て
行
き
た
い
。
８
時
間
労
働
制
の

確
立
を
求
め
立
ち
上
が
っ
た
メ
ー
デ
ー
。

そ
れ
に
匹
敵
す
る
今
日
的
な
課
題
は
何
か

を
考
え
た
時
、
そ
れ
は
ま
さ
に
若
者
に
象

徴
さ
れ
る
雇
用
の
問
題
。
非
正
規
雇
用
の

増
大
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
の
大
量

創
出
の
問
題
。
「
若
者
雇
用
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
メ
ー
デ
ー
当
日
に
行
い
た
い
。

最
賃
生
活
体
験
を
計
画
し
、
自
治
体
・
国

公
職
場
で
の
臨
時
職
員
の
実
態
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
体
験
も
青

年
部
が
企
画
し
て
い
ま
す
。
日
雇
い
派

遣
、
偽
装
請
負
を
社
会
悪
と
し
て
告
発
し

た
い
。
社
会
問
題
化
し
、
全
国
一
律
最
賃

制
の
確
立
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正

の
世
論
を
作
り
出
し
て
行
き
た
い
。

Ｑ
．
職
場
で
の
た
た
か
い
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
提
案
型
の
運
動
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
各
企
業
の
経
営
分
析

を
進
め
て
い
ま
す
。
３
月
上
旬
あ
た
り
に

経
営
分
析
の
学
習
会
を
行
い
ま
す
。
で
き

れ
ば
、
企
業
、
業
界
政
策
に
ま
で
踏
み
込

め
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
体
財
政
の
分
析
も
進
め
た

い
。
入
札
制
度
の
改
善
や
雇
用
問
題
で
県

労
連
と
し
て
の
具
体
的
政
策
を
ま
と
め
た

い
。

Ｑ
．
最
後
に
組
織
拡
大
に
つ
い
て
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
昨
年
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
の
専
任
体

制
を
確
立
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
は

相
談
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
「
事
件
解
決

型
」
か
ら
「
労
働
組
合
つ
く
り
型
」
へ
の

転
換
が
合
言
葉
で
す
。
専
任
体
制
の
効
果

は
既
に
出
て
い
ま
す
。
待
ち
の
相
談
活
動

で
は
な
く
、
攻
め
の
組
織
拡
大
を
し
て
い

き
た
い
。

　
そ
の
柱
が
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
組

織
化
で
す
。
若
者
自
ら
を
社
会
を
変
え
る

隊
列
に
組
織
を
し
た
い
。

　
も
ち
ろ
ん
既
存
組
織
で
も
組
織
化
に
力

を
入
れ
ま
す
。
福
祉
保
育
労
の
こ
の
間
の

組
織
化
に
は
目
を
見
張
り
ま
す
。
組
合
員

と
職
場
を
守
る
た
め
に
は
過
半
数
の
組
織

が
必
要
と
の
「
過
半
数
組
合
」
に
対
す
る

執
念
を
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
組
織
の
強
化
、
拡
大
で
打
ち
出
し
て
い

る
の
が
Ｉ
Ｔ
化
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

こ
の
間
、
抜
本
的
に
強
化
し
て
き
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
交
流
の
場
と
し
て

双
方
向
的
に
し
た
い
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

等
直
接
組
合
員
や
若
者
と
つ
な
が
る
方
法

も
模
索
し
た
い
。

　
躍
動
感
の
あ
る
０
８
春
闘
に
し
た
い
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
県
労
連
は
、
今
年
（
９
月
）
の
第
２
０
回
定
期
大
会
で
「
こ
う
ち
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
」
に
、
専
従
オ
ル
グ
と
し
て
樫
原
正
彦
副
委
員
長
を
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
配
置
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
待
っ
た
な
し
」
で
あ
る
組
織
拡
大
に
奮
闘
す
る
「
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
状
況

を
『
樫
や
ん
奮
戦
記
』
と
し
て
連
載
し
て
い
き
ま
す
。

子
が
働
い
て
来
て
い
た
が
残
業
代
が
支
払

わ
れ
て
い
な
い
。
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
当
事
者
が
す
で
に
退
職
を
し
て

い
た
こ
と
か
ら
組
合
加
盟
に
は
つ
な
が
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
相
談
者
と
と
も
に
相

談
セ
ン
タ
ー
長
が
会
社
と
直
接
交
渉
し
未

払
い
分
全
額
を
支
払
わ
せ
ま
し
た
。
「
こ

う
ち
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
、
不
安
定

雇
用
や
低
賃
金
、
無
権
利
状
態
の
も
と
に

お
か
れ
て
い
る
未
組
織
の
仲
間
の
守
り
手

と
し
て
、
ま
た
、
組
織
拡
大
の
砦
と
し
て
、

昨
年
の
た
た
か
い
の
成
果
を
生
か
し
、
０

８
年
の
組
織
・
組
合
員
拡
大
で
、
お
お
い

に
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

08春闘 格差と貧困をなくそう

2つのシンポと企業分析 組織拡大にも挑戦

　
０
８
春
闘
は

「
解
散
・
総
選
挙

含
み
」
の
も
と
、

私
た
ち
の
運
動

で
要
求
が
実
現

す
る
可
能
性
を

持
っ
た
情
勢
で

た
た
か
わ
れ
ま

す
。
県
労
連
は

春
闘
を
い
か
に

た
た

か

う

か
。

田
口
書
記
長
が

「
Ｑ
＆
Ａ
」
形
式

で
０
８
春
闘
構

想
を
熱
く
語
り

ま
す
。
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

　
締
め
切
り

　
　
２
月
９
日
（
土
）



　
商
品

　
　
５
名
の
方
に
図
書
券
千
円
分

＝新年からの日程＝

１月８日　新春早朝宣伝　　　　　　　１月24 日　全労連

　　９日　県労連旗びらき　　　　　　　　　　　　評議員会(～ 25)

　　10 日　県労連執行委員会              25 日　高知自治労連　　　　　

　　11 日　エースワン弁論　　　　　　　　　　　中央委員会

　　12 日　四国地区協女性交流集会　　　　26 日　食健連トラクター

　　　　　いの健理事会　　　　　　　　　　　　　軽四デモ

　　13 日　郵便局を守る会総会　　　　　　27 日　県労連中央委員会

　　　　　郵産労旗びらき　　　　　　　　28 日　高知憲法会議総会

　　16 日　国民大運動実委会　　　　　　　30 日　オルグ団会議

　　17 日　執行委員会

　　　　　憲法会議役員会

　　18 日　役員検討委員会

　　21 日　アイエス県労委

※「2.11 建国記念の日に反対する

つどい」は、『沖縄タイムス』の記

者を招くことになっています。場

所は未定です。


